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　各大学からのごあいさつと実施報告
部会長あいさつ
２０２4 年度のインターンシップ研修実施のお礼および
来年度以降の取組へのご協力のお願い
　地域の企業・団体のみなさまにおかれましては、平素より大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会の活動に、多大なるご支援を賜りまして、誠にありが
とうございます。近年、新型コロナウイルス感染症の影響を経て、社会全体の働き方や生活スタイルに大きな変化が生じました。それに伴い、学生を取り巻く環
境や働くことへの意識にも変化が見られ、職業観やキャリア選択に対する考え方が一層多様化しています。 
インターンシップは、学生が大学での学びを実社会に応用し、自らの将来を見据えながら汎用的能力を育む重要な機会です。実際の職場での経験を通じて、働
くことの意義や責任を学ぶとともに、自身の可能性を広げる場となっています。そして何より、このプログラムは地域企業の皆様との連携によって成り立っており、
学生の成長を促進するだけでなく、地域社会全体の活性化に寄与するものと確信しております。 
　コンソーシアムえひめインターンシップ部会では、次年度以降も企業・団体さま、学生側双方にとって有意義なインターンシップ研修となるよう、さらなる質の
向上に努めてまいりたいと存じます。引き続き、ご支援とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

　学生アンケート集計結果から
４法人５大学それぞれでアンケート集計を行い、結果をまとめました。

（有効回答数 125 人 / 全体の参加学生 379 人＝有効回答率 32.9％）

大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会
2024年度部会長　丸山智子

愛媛大学

　大学コンソーシアムえひめインターンシップのあゆみ
参加学生数および事業所数

年度 受入表明
事業所数

学生派遣
事業所数 愛媛大学 松山大学 松山東雲

女子大学
松山東雲
短期大学

聖カタリナ
大学 参加学生計

2024 年 128 69 210 人 130 人 3 人 11 人 25 人 379 人

■ 愛媛大学
　愛媛大学では、学生がインターンシップに参加する目的や、職業体験を
通じて何を身に着けたいかを十分に考える時間を設けられるよう、事前指
導を実施しております。 
インターンシップは、重要な教育の一環として位置付けられ、教職員が連
携して学生支援を行っています。 
本年度は、210 名の学生を 47 事業所の企業・団体様に受け入れていた
だきました。今後も、企業・団体様と協働してインターンシップが実施で
きるよう、尽力してまいります。引き続き、よろしくお願い申し上げます。

■ 松山東雲女子大学・松山東雲短期大学
　本学では、全学体制でインターンシップ研修に取り組み、事前・事
後指導の充実に努めております。10 月末に学内で開催した研修報告会
では、学生主導のもと受入企業・団体様、学生、本学教職員との意見
交換などを実施し、インターンシップ研修の効果や意義を再確認いた
しました。また、拡大懇談会では、様々な新しい取り組みに挑戦され
ている事例や課題について共有することができ、大変参考になりまし
た。今後も主体的に考え行動できる学生の育成に変わらぬご支援、ご
協力をお願いいたします。

■ 松山大学
　本学のインターンシップ教育は、1995 年に学生自身で研究先を開拓
したときに端を発し、2002 年からは文系学部すべてで実施されるプ
ログラムとなり今に至っております。夏の研修をより良い学びとするた
め、事前講義および事後 講義を実施しており、学生から好評を得てお
ります。今年度は、131 人を 46 の事業様にお受け入れいただきました。
心より感謝申し上げます。今後ともご指導くださいますようよろしくお
願いいたします。

■ 聖カタリナ大学
　聖カタリナ大学では小規模校のよさを活かし、教職員一丸となって
教育をしております。前期に就職課のプログラムや学科教員の授業、
外部講師の指導等により事前指導を行い、後期に全員参加の報告会と
事後指導の授業を実施しています。 
2024 年度の参加人数は 25 名、受入事業所数は 17 でした。事業所
様のご指導により、全員が研修を終えることができました。心より御
礼申し上げます。今後もご支援よろしくお願い申し上げます。

2003年
『愛媛県内4大学間
インターンシップ
連絡協議会』 設立

2009年
『大学コンソーシアム
えひめインターン

シップ部会』 へと移行

2013年
聖カタリナ大学も加え
愛媛県内5大学として
発展的に事業を展開

2018年
オンライン
申込サイト
整備

2020年
コロナ禍で
愛媛大学のみ
研修参加

　　　　2021年
・BCP策定
・新オンライン申込サイト整備
・オンライン合説実施
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対面での実施
94.4%

対面とオンライン
での実施 5.6%

参加したインターンシップ研修は
どのような形態でしたか

参加したインターンシップ研修の内容には
どのようなものが含まれていましたか

1. 経営者の話を聴く機会

■■あった　■■なかった　■■不明

2. 社員の方の話を聴く機会

3. 実際の業務を体験する機会

4. グループワークを行う機会

5. 自分の取り組みに対して意見やアドバイスをもらう機会

6. 自分の強みや課題について考える機会

7. 業界や職種について理解する機会

8. 地域の課題について考える機会
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はい
90.4%

いいえ 9.6%

研修に行った企業は
第一希望でしたか

はい
63.2%

いいえ
29.6%

その他 7.2%

研修に行った企業について
合同説明会でプレゼンを聞きましたか

名称・内容について
知っている
16.8%

名称・内容ともに
知らない
64%

名称は知っているが
内容は知らない

19.2%

「学生のキャリア形成支援に係る産学
協働の取組の4つの類型」について
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   インターンシップ研修 参加学生の声

・ インターンシップ受入プログラム
合同説明会の参加の有無

・ 研修プログラム内容のシステム
入力ご案内送付

プログラム内容
システム入力の
締め切り

学生の研修申込書
を大学から研修希
望先へ送付

研修希望先での面接 インターンシップ研修生
受入企業へのアンケート

（回収数 43 ／配布数 69）

インターンシップ研修
（合計 379 名が対面で研
修を受ける）

事業計画説明会  オンライン 

・本事業の方針やプログラムを説明。
・ 大学コンソーシアムえひめの 5 大学が

実施するインターンシップへの理解を深
めました。（受入をご検討の 61事業所・
団体様のご参加）

合同説明会  オンライン 

・ コンソーシアムえひめの 5 大学に在学中の研修希望学生が参加。
　※ 合同説明会後の一次エントリー学生数は 405 名。
・ 各企業・事業所の説明や研修プログラム内容を聞き、学生は研修先を選びます。
・ 予めご案内した時間枠にてご説明いただき、学生は各自ログインする形式でした。

拡大懇談会
　　　・情報管理システムの操作方法説明
　　　・各大学　インターンシップ事前指導内容の発表　等

　　　　グループワーク
　　　　（2024 年度受入表明の 37 事業所・団体様のご参加）

【参加者による意見の一部】
・各社出席者の方 と々忌憚のない意見交換ができ、有意義な時間を持てました。
・今後のインターンシップを考える学びになりました。

第
二
部

第
一
部

  ２０２４年度 インターンシップ研修報告
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金

4月
［上旬］

4月
［中旬］

6月
［下旬］

7月
［上旬］

10月
［下旬］

愛媛大学
農学部食料生産学科食料生産経営学コース　3 年　中田 鈴
  研修先   国立大学法人 愛媛大学

　私は、「業務内容を理解し、働く自分をイメージする」
ことを目的に研修に参加しました。 
　研修では、人事課の各チームで給与計算やニュー
スレター作成などの業務を体験しました。最終日の
研修成果報告会では、他の課での研修の報告を聞く
ことができ、業務内容の理解が深まりました。 
　私は、研修を通して、「適切なコミュニケーショ
ンをとること」「計画的に取り組むこと」が大切だと
学びました。人事課には、日程調整等のスケジュー
ル管理や、制度についての問い合わせ対応のような、
人と人や、人と制度の橋渡し役を担う業務があります。
間に入る分、情報や意図を正確に読み取り伝えるこ
とや、制度を理解し説明することが求められ、適切
なコミュニケーションが大切だと感じました。また、
研修、任命、表彰などの円滑な進行のためには日程
調整、会場予約、進行表・資料作成など様々な準備
を行う必要があり、計画的に業務に取り組み、その
一つ一つに責任をもち丁寧にこなしていくことが大切
だと感じました。 
　研修中は職員の方々とお話しする機会も多く、職
場の雰囲気を感じることができました。働くイメージ
の解像度が上がり、就職活動のモチベーションに繋
がる 5 日間でした。 

松山大学
経営学部経営学科   3 年　末光 舞桜 
  研修先   SMBC 日興証券株式会社 松山支店

　私のインターンシップ研修の目的は２つありました。１つ
目は将来就職したい金融業界の理解を深めること、２つ目
は普段深く関わることのない社会人の方 と々のコミュニケー
ションに慣れることです。座学での金融に関する勉強や
NISA 投資ゲーム、銘柄研究と様々な活動をさせていただ
き、金融業界の奥深さを感じました。さらに社員の方との
座談会の機会を多く設けていただき、年代、性別、担当
部署など異なる立場の方々の経験や考え方を知ることがで
きました。
　今回の研修を通して実際に現場で見なければ分からな
いことや普段体験することが出来ないことをさせていただ
き、とても貴重な経験になりました。仕事内容や業界の特
性を知ったり社員の方と関わったりする中で、お客様第一
でお客様に寄り添った取引を行い、信頼を得ることの重要
性を学びました。
　また自分が今後どのようなキャリアを目指したいか、ど
のような社会人になりたいのかという将来の理想像をより
明確に思い描けるようになりました。そして他のインターン
生の方々の意欲や積極性に刺激を受け、今の私に足りない
部分を身を持って実感しました。
　今回の研修を今後の学生生活や就職活動に活かし、よ
り成長できるよう努力していきたいと思います。

松山東雲女子大学
文科学部　心理子ども学科　心理福祉専攻　3 年　村上 陽菜 
  研修先   株式会社ありがとう サービス 

　私がインターンシップ研修 に参加した目的は、主に 3 つあり
ました。1つ目はリユース事業 への理解を深めること、2 つ目は
積極的なコミュニケーションを 取ること、3 つ目は主体性を身につ
けることです。 
　研修先の株式会社ありがと うサービス様では、5 日間の研修
を通して、リユース事業で商 品の買取や生産、売り場づくり等
の仕事体験を行いました。初 めに他の研修生とアイスブレイクや
グループディスカッションを行 い、親睦を深めた後に業務に取り
組みました。どの業務もチー ムワークが重要で、限られた時間
の中で効率よく行動すること の大切さを学びました。また、物
流倉庫を見学させていただき、 玩具や衣類、家具など、再利用可
能な物ばかりでした。倉庫に 保管されている商品の量を見ると、
普段から物を捨てるのではな く、リユースすることで廃棄物量の
減少に繋げたいと思いました。 
　今回の研修を通して、私は 研修前の自分と比較して主体性を
持って行動するようになりまし た。そして、自らコミュニケーショ
ンを取るようになり、より物を 使うことへの責任を持つようになり
ました。仕事体験を通じて自
己理解を深め、自身の長所と
短所を改めて認識するきっか
けとなりました。今回の経験
を活かして、今後の就職活動
に取組みたいと思います。

松山東雲短期大学
現代ビジネス学科　1 年　山本 芽依 
  研修先   松山市役所 / 住宅課コース

　私がインターンシップに参加した目的は２つあり
ます。1つ目は、仕事を体験するうえで働く意識を
持つことです。2 つ目は、社会で必要とされるビジ
ネスマナーを身に付けることです。 
　研修をさせていただいた松山市役所の住宅課様
では、空き家や市営住宅に関する詳しい話を聞いた
り、現地調査をしたりするなどの貴重な経験をする
ことができました。多くの気づきや新たな発見があ
り学びが深められたので、社会の視野も広がったと
感じています。また、社内でのコミュニケーション
を通してチームで連携することが、より良い仕事を
するのに繋がっているのだと職員の皆様の様子を見
て感じられました。そして、仕事をするうえで必要
とされる挨拶や笑顔が、互いの気持ちを良くし、信
頼関係を築くのに繋がっていることも改めて分かり
ました。その日から、視線や表情を意識して自分か
ら積極的に挨拶することを心がけるようになりました。 
　今回の研修で実際に体験しなければ分からない、
働くイメージや職場の様子を知ることができました。
今後の就職活動でも自己分析や情報収集を通して、
様々な分野に興味を持ちたいと思います。自分自身
を鍛えられた貴重な 5 日間になりました。 
　ご指導してくださった職員の皆様、本当にありが
とうございました。

聖カタリナ大学
人間健康福祉学部　人間社会学科　３年　細谷 くるみ
  研修先   NPO 法人いよココロザシ大学

　私は将来、子供に携わる仕事に就きたいと考えています。
子供は一人一人異なる特性や悩みを持っており、中にはそれ
を言語化できない子供もいます。多様な子供たちの考えを育
むためのサポートを行い、「全体へ目配り、気配り、手配りす
る」という研修内容に魅力を感じたため、今回の研修先を
志望しました。 
　実際に研修に入ってみると、話しかけてくれる子、側に引っ
付いている子、一人で本を読んでいる子など、色々な子供が
いました。私自身が話しかけてみたり、時には向こうから来
てくれるまで側で待ってみたりと、1人の子供にも異なる対応
をしてみて、それぞれに合った関わり方を見つけることがで
きたと思います。それと同時に、子供たちからすると私たち
大学生は他のスタッフの方 と々同じ1人の「大人」であると再
認識させられました。研修生という立場だからと控えめにし
ているのではなく、その仕事をする一員であるという認識を
持たなければならないと感じました。実際に働いている方々
や現場の環境を目の当たりにし、生半可な気持ちでは携われ
ないと改めて感じま
した。繊細な子供た
ちと接するスタッフ
の皆さんの言動を間
近で見られたことで
勉強になり、とても
感謝しています。 
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　  研修生受け入れ企業担当者 アンケート集計結果から

　本事業および運営を改善する

ため、2024 年度に学生を受け

入れてくださった 69 事業所に

アンケートを行い、43 事業所

からご回答いただきました（有

効回答率 62.3％）。

　受入企業・団体一覧 （順不同）

1 学校法人 松山東雲学園

2 松山市役所

3 松山赤十字病院

4 松山総合開発株式会社 ANA クラウンプラザホテル松山

5 株式会社 スイッチカンパニー

6 株式会社 ホテル八千代

7 NPO 法人 いよココロザシ大学

8 株式会社 ありがとうサービス

9 株式会社 アート不動産

10 青山商事 株式会社

11 あけはまシーサイドサンパーク 株式会社

12 今治市役所

13 伊予市役所

14 伊予鉄商事 株式会社

15 株式会社 伊予鉄髙島屋

16 宇和島ケーブルテレビ 株式会社

17 宇和島市役所

18 SMBC 日興証券株式会社 松山支店

19 愛媛医療生活協同組合

20 株式会社 愛媛 FC

21 特定非営利活動法人四国グローバルネットワーク

22 愛媛県警察本部

23 愛媛県立とべ動物園

24 国立大学法人 愛媛大学 

25 愛媛トヨタ自動車 株式会社

26 愛媛労働局

27 株式会社 エフエム愛媛

28 国立大洲青少年交流の家

29 株式会社 オートクチュール

30 一般財団法人 休暇村協会 休暇村瀬戸内東予

31 株式会社 公益社 

32 NPO 法人 西条まちづくり応援団

33 佐川印刷 株式会社

34 自衛隊愛媛地方協力本部

35 四国中央市役所 

36 住友金属鉱山 株式会社 別子事業所

37 聖カタリナ大学

38 生活協同組合コープえひめ

39 セーラー広告 株式会社

40 株式会社 セブンスター

41 大王製紙 株式会社

42 太陽石油 株式会社 四国事業所

43 DCM 株式会社

44 新居浜市役所

45 株式会社 日本エイジェント

46 ネッツトヨタ南国 株式会社

47 濵田農園

48 株式会社 ビオトープ

49 株式会社 ファインデックス

50 株式会社 フェローシステム

51 株式会社 フジ

52 ベルグアース 株式会社

53 星企画 株式会社

54 公益財団法人 松山市男女共同参画推進財団

55 学校法人 松山大学

56 有限会社 ラポール

57 株式会社 レデイ薬局

58 西条市役所

59 株式会社 ハート

60 不二精機 株式会社

61 株式会社 トップエフォート

62 株式会社 愛亀

63 伊予鉄総合企画 株式会社

64 株式会社 ミライト

65 株式会社 縁ガーデン

66 一般社団法人 フリースクール愛媛

67 株式会社 クリエアナブキ

68 ＭＩＧＡＣＴ

69 株式会社 アイビ広告
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5大学との交流が深化した
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インターンシップ研修生の受け入れは
繁忙期の人員確保の役割を果たしている
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新卒採用の基本指針作成に役立っている
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　２０２５年度事業計画 下記日程には一部予定を含みます。

　各大学インターンシップ連絡先

編集・発行／大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会
インターンシップ・プログラム実施報告書　Internship Program Report 2024

（大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会）https://www.univcon.ehime-u.ac.jp/internship.html

松山東雲女子大学
松山東雲短期大学

キャリア支援課
〒 790-8531 松山市桑原 3 丁目 2-1

 TEL  089-913-2610（直）   FAX  089-931-6402
college.shinonome.ac.jp/

聖カタリナ大学
学生部就職課

〒 799-2496 松山市北条 660
 TEL  089-993-0731（直）   FAX  089-993-0717

www.catherine.ac.jp/

松 山 大 学
教務部教務課

〒 790-8578 松山市文京町 4 番地 2
 TEL  089-926-7137（直）   FAX  089-923-8920

www.matsuyama-u.ac.jp/

愛 媛 大 学
教育学生支援部就職支援課

〒 790-8577 松山市文京町 3 番
 TEL  089-927-9164（直）   FAX  089-927-9181

www.ehime-u.ac.jp/

2025年度
事務担当校

  3月 【3 月 13 日 ( 木 )】２０２５年度事業計画説明会開催
大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会の事業計画説明（企業・団体向け）

 4月

【上旬】受入依頼状等を企業・団体に発送
インターンシップ研修生受け入れの可否及び
インターンシップ受入プログラム合同説明会参加の有無について照会

【4 月 21 日 ( 月 )】受入可否・合同説明会参加可否回答締め切り
上記案内書類（アンケート等）の回答締め切り

 5月 【5 月 24 日 ( 土 )】合同説明会開催（オンライン）

 6月〜7月
【6 月下旬】各大学から企業・団体へインターンシップ研修申込書発送

【6 月下旬～ 7 月上旬】企業・団体の学生面接
学生の研修希望先での面接

 8月〜9月 インターンシップ研修

 9月〜10月 【上旬】研修先企業・団体に研修受入後のアンケート送付

 11月〜12月 拡大懇談会開催

https://college.shinonome.ac.jp/
https://www.ai-work.jp/

